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7９

とを論じている個所で，そのようなストレートな倫淵に

なっていないところが見受けられた。

このような問題点を指摘できるが．これらは本論文の

全体的価値を特に低めるものではないであろう。本論文

において著者が行った，ごみ捨て行動の歴史的考察と応

用行動学的実験は，ごみ捨て行動を社会状況と心踊行動

的側面のl1lljImから総合的にとらえることに成功してい

る。さらにごみ捨ての清掃行政の施策にまで提言をして

いることは研究成果を実践的にすこしでも役立たせたい

という著者の熱意の現れである上，この論文をいっそう

ユニークなものとしているといえるだろう。

本論文が博士（社会学）の学位を受けるにふさわしい

ものであると判断するものである。

記

お詫びと訂正

本紀要第４５号に誤りがございました。識んで訂正申し上げます。

編集委員会主任冨安芳和

１．中扉の表記中EditorsをOrganizersに改めます。

２．ＣＯＮＴＥＮＴＳの次の頁の写真を削除します。

正誤表

２１ページ左２行目ｏｎ一ofに変更

２４ページ左１１行目stimuli-→削除

４９行目of-→削除

２６ページ左１４行目Lumusden-Lumsdenに変更

２８ページ左４行目naturalthose-参naturalthanthoseに変更

３５ページ右４０行目tended-tendに変更

４７ページ左３０行目式(3.1)左辺Ｐ(EilF)一P，(EilF)に変更

５５ページ左１８行目ｏｎ一ofに変更
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